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　第 7章　地域競争 : インドとオーストラリア




　第 11章　中国の台頭 : 東南アジアと中国内戦
 （2）　ニコラス・J・ホワイト（都丸潤子 訳）「第四章　時間と金の浪費？，一九五〇年代のマラヤ，シ
ンガポール，ボルネオ」渡辺昭一編『コロンボ・プラン』法政大学出版局，2014年，115-144頁。
 （3）　Tilman Remme は London School of Economics and Political Science出身で国際関係史の分野で博士号
を取得し，Picture Films Ltd.でディレクターやライター，プロデューサーを経験している研究者で
ある。
 （4）　Karl Hack, Defence and Decolonisation in Southeast Asia : Britain, Malaya Singapore 1941-1968, Corzon 
Press, 2001. ; Nicholas Tarling, Britain Southeast Asia and the Onset of the Cold War 1945-1950, Cambridge 
University Press, 1998.
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会の役割を，その代表として選ばれたキラーン卿の活動を通して考察している。特別委員
















































































て好ましくないものであった。国連の組織である ECAFE（Economic Commission for Asia 
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III
最後に今回紹介した本の概要を以下にまとめる。著者は，コロンボ・プランが作られる
までをプランの起源にさかのぼり考察している。具体的には，イギリスが東南アジア地域
に政治的，経済的，軍事的に寄与することを可能にする当該地域におけるひとつの国際的
な地域協力機構の設立を外務省の計画をさかのぼり明らかにし，1945年における他の植
民地保有国との協力のための計画から，インドと駆け出しのアジア諸国を牽引するという
意思へ，というシンガポールを基礎とする組織となるまでのイギリスの地域政策の重点の
変化を見ていくというものである。加えて，東南アジアにおいてイギリスの支配を脅かし
たインド，オーストラリア，そして国際連盟による地域的な主導権争いと，ナショナリズ
ムとベトナムに関する植民地戦争の影響について，さらにアジアにおいてどのようにして
地域協力が共産主義を抑えるためのイギリスの重要な戦略となったのかについても言及し
ている。
紹介者はコロンボ・プランの実績を評価することに一番の関心を置いており，この本を
読むことで理解できたのはその成立過程であった。コロンボ・プランの成立をその変更過
程と歴史的要因に注目し，イギリス外務省と植民地省，そして内閣とのやり取りを地域協
力計画に焦点をあて，詳細に研究している本は他になく，コロンボ・プランを構築してい
く上で何が重要な歴史的要因として理解できるのかという問いに対し，大いに貢献し得る
ものである。現在，コロンボ・プランの研究はプランの実績とその変容に重きを置かれて
いるが，プラン成立までの主要な歴史的諸要因の理解と，イギリスがコロンボ・プランの
提案を通してどういった道をたどったのかということを把握する上で，この T・レミー 
の著書は 20年の時を経た今，基礎的なものであるかも知れないが，これほど詳細にイギ
リスの外務省と植民地省の関係から地域協力に絞り，歴史的諸要因に絡めて考察している
研究が他にないという意味で，現在のコロンボ・プランの研究において重要であると筆者
は考える。
